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　（６月）

13日(月) 理事会（Ｎｏ．１１７２）

27日(月) 理事会（Ｎｏ．１１７３）
　（７月）

11日(月) 理事会（Ｎｏ．１１７４）

25日(月) 理事会（Ｎｏ．１１７５）

第４６回通常総会が５月２３日に開催され
ました。最近２年間は感染症対策として組
合員の参加は制限されていましたが、本年
は都内ホテルの会議室にて集合開催と致
しました。 

斎藤理事長が冒頭の挨拶で、次の通り
当協組の喫緊の課題を述べました。「今年
の出荷は順調な滑り出しですが、セメント・
骨材等の原材料価格の高騰を受けて、本
年１月に打ち出した３０００円/㎥の値上げ
の達成に向けて邁進していくことになります。
その前段としてとてつもない数量の契残を
抱えており、駆け込み物件の精査や、旧契
アップに取り組んでおりますが、契約の在り
方の見直しも視野に入れる必要があります。
素早く価格転嫁できる方法について全生
連や議員連盟などにも働きかけ、関係省庁
の力を借りたりしながら進めていきたいと思
います。組合員の皆様には取引先から
色々なアプローチがあるかもしれませんが、
協組を取り巻く環境を理解し、是非強い意
志を持って本年度の協組方針達成に向け
て力を貸していただきたいと思います。」 

その後、議事に移り、議長には常任理事
の鈴木孝行氏が選任され、まず、２０２１年
度の事業報告並びに決算関係書類、２０２
２年度の事業計画並びに収支予算など第１
号～第６号議案迄計６件の議案が審議され、
全件原案通り承認されました。 
  次に、３名の理事辞任により、第７号議案
として補充選任の件が審議されました。指
名推薦方式により選考委員が３名の理事候
補を推薦し、総会にて承認されました。 

 
 
 
 
 【総会付議議案】 
第 1 号議案 

２０２１年度事業報告書並びに決算関係
書類承認の件 

第２号議案 
２０２２年度事業計画並びに収支予算決
定の件 

第３号議案 
２０２２年度経費の賦課金並びに徴収方
法決定の件 

第４号議案 
２０２２年度受注量割賦課金・特別受注
量割賦課金に対する最高限度額決定
の件  

第５号議案 
役員報酬最高限度額決定の件  

第６号議案 
借入金残高の最高限度額決定の件 

第７号議案 
理事３名辞任に伴う補充選任の件 

【理事交代】   （敬称略）   
・辞任 

浅見 賢志   三多摩ｱｻﾉｺﾝｸﾘｰﾄ㈱ 
森田 和夫  日本強力ｺﾝｸﾘｰﾄ工業㈱ 
諸角 富美男 城北小野田レミコン㈱    

・就任 
要   秀和   東京コンクリート㈱ 
酒井 勝弘  日本強力ｺﾝｸﾘｰﾄ工業㈱ 
松原 浩明  神奈川秩父レミコン㈱ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
総会議事終了後に 2021 年度の営業報

告および技術報告を以下のとおり行いま
した。 

【営業報告】 
2021 年度の活動につきましては、理

事長方針である四つの課題、➀適正価格
の獲得、➁安定供給の確保、➂戻りコ
ン・残コン、出荷キャンセルの削減、➃
構造改善の推進、に則りユーザーとの相
互理解の形成、登録販売店との信頼関係
の構築、組合員の団結強化を基本姿勢と
して活動を展開して参りました。 
１．販売形態と債権保全について 

2001 年 10 月に開始した登録販売店制
度は 20 年になります。2021 年度も順調
に売上代金を回収しました。 
(1)登録販売店数 

  21 年度の契約更新にあたり、販売店と
の現状認識の共有が不可欠との認識から、
全登録販売店 32 社との意見交換を実施
し、31 社と契約を更新しました。 
(2)２１年度末債権保全状況(2２年 3月末     
債権額 4,464 百万円に対し銀行保証と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

相殺契約を合わせた保証額は 6,195 百万
円となっており、債権保全率は 139％ 
と十分な水準を確保しました。 

 
２．販売数量等について 
（1)2021年度出荷実績 
 出荷量は全国ベースで前年比 97.3％
となる 7,610 万㎥となり、過去最低を更
新しました。当協組は、オリ・パラ開催
の大きな影響は受けなかったものの新型
コロナウイルスにより本格出荷には至り
ませんでした。しかし、大型再開発物件
の再開もあり前年比 113.6％の 261 万㎥
まで回復しました。 

 出荷数量 前年比 

大型 2,252 千㎥  114.2% 

小型  357 千㎥  109.8% 

合計 2,609 千㎥  113.6% 

(2)202１年度末(２２年３月末)契約残 

 22 年度末契約残は、前年比 168.5％の
616 万㎥となりました。そのうち、20 年
４月から値上げの J 物件は 74％を占め 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ました。 

(3)2022年度の販売数量予想 

22 年度の全国需要は、前年比 96.6％と
なる 7,350 万㎥を想定しています。当協
組は、大型再開発工事等の進捗状況等を
踏まえ、300 万㎥（上期 144 万㎥、下期
156 万㎥）を計画しています。 

 2022 年度予想 予想/前年比 

大型 2,650 千㎥  117.7% 

小型 350 千㎥   98 .0% 

合計    3,000 千㎥  115.0% 

３． 価格について 
(1)積算関係 
 建設物価及び経済両調査会を月 1 回
以上往訪し、表示価格の改定を要請し、
以下のとおり反映されました。 

 改 定 内 容 

建設物価 14,500円⇒14,800円(22/2月） 

算資資料 14,400 円⇒14,700 円(22/2 月) 

日経新聞 15,400～600 円 
⇒15,700～900 円(21/12 月) 
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藤嶽 暢成

３年ぶり集合形式で第46回通常総会開催

前年比 前年実績比 前年比

大型 203,806 ｍ3 128.2% 220,000 ｍ3 108.5% 引合 373,037 ｍ3 156.5%

小型 26,146 ｍ3 118.5% 30,000 ｍ3 98.2% 成約 334,062 ｍ3 163.0%

計 229,951 ｍ3 119.8% 250,000 ｍ3 107.1% 契残 6,057,146 ｍ3 164.3%

（出荷数量） （引合、成約、契残）
５月（実績）６月（想定）５月（実績）

この度、当協組の理事に就任いた

しました関東宇部コンクリート工業の

藤嶽です。皆様どうぞよろしくお願い

申し上げます。 

簡単に自己紹介をさせて頂きま

す。私は昭和３９年８月生まれ、辰年

獅子座で血液型は O 型です。生ま

れは福岡県行橋市というところでこ

れと言った有名人を輩出するわけで

もなく、北九州市のベッドタウンに位

置付けられるのどかな田舎町で育ち

ました。 

昭和６３年４月に宇部興産に入

社、経理を数年経験したのち東京へ

転勤となり、以来営業管理畑を長く

歩んでまいりましたが、平成１７年か

ら６年間、中国の南通というところに

生コン工場を設立・運営するため赴

任いたしました。何もない原野に１か

ら生コン工場を建設するわけです

が、あえて中国企業との合弁を選ば

ずに独資企業として、設立申請から

自分たちだけで行いましたのでいろ

いろと勉強しながらやった記憶があ

ります。ミキサー車のタイヤを勝手に

更生タイヤに差し替えられたり、今と

なっては笑い話のような経験もたく

さんしましたが、特に中国では品質

の良いセメントを探すのに苦労し、南 

京にある小野田さんの江南小野田

水泥有限公司からセメントを買わせ

て頂いたりしました。当時小野田さ

んのセメントは高品質で大変人気が

あり、既にたくさんの顧客を抱えてお

られ常に品薄状態でした。にも拘ら

ず同じ日系企業である私たちになん

とかセメントを供給して下さろうと便

宜を図って頂いたことを大変ありが

たく記憶しています。結局私たちの

努力不足もありデリバリー面などの

問題から継続的にお取引するまでに

は至りませんでしたが、異国の地で

協力してくれる同胞の存在を大変心

強く感じたことが懐かしく思い出さ

れます。 

東京協組も生コン会社同士という

ある意味同胞（仲間）の集まりだと思

います。協力し合い助け合って、皆

にとってより良い事業環境を作り出

していくため、お役に立ちたいと思っ

ています。初めて中国に渡った時と

同様、生コンについてもこれから勉

強することばかりですが、一日も早く

当組合の事業に貢献できるよう精進

してまいりますのでどうぞよろしくお

願いいたします。 

（関東宇部コンクリート工業 

常務取締役） 

〔鈴木議長〕
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安全”とは、危ないことも無く平穏

無事であることです。危ないことが

無いとは、怪我をする可能性が無く、

命の危険が無いことです。誰しもが

怪我や危険な目に遭いたくないも

ので、従業員の安全と健康の確保、

快適な職場づくりのため安全対策

には近年力を入れています。当社の

安全対策について少しご紹介させ

て頂きます。 

 

当社では、1 回/月の頻度で運転手

を含めた安全衛生委員会を開催し、

安全衛生に係る内容の話し合いを

行っています。活動の一環として、

委員持回りで安全パトロールを実

施し、気がかりな箇所や危険箇所が

無いか見回りを行い、会議の場で報

告を行います。 

また、気がかり BOX を設置し、不

安全な状態・不安全な行動等に関す

る意見を受け付け、会議ではこの内

容についても対策実施の有無や方

法の検討を行っています。 

残念ながら 2019年に工場内で社

員の労働災害が発生しています。そ 

 

 

 

 

 

 

 

 

れから従業員の安全に対する意識

が向上しており、会議中は委員の発

言が増えたと感じます。1 回/月の頻

度ですが、意外と気がかりな箇所や

危険箇所が発見され、委員の安全に

対する関心度は伝わってきます。 

また、工場独自に教育用 Power 

Point（以下 PP と称する）を作成し、

工場に配属される新卒社員や臨時

採用の社員の安全教育に活かして

います。 

PP には危険箇所の動画も添付さ

れ、誰が見てもわかりやすい作りに

なっています。 

最近では排水の中和に用いる硫

酸の取扱いに関する PP も作成して

います。 

これからも、安全教育に役立つよ

うな PP を充実させていく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

衛生面では工場内を見渡せば、残

念ながら使いかけの軍手やゴミな

どを散見します。もちろん気付いた

ら片付けや処分をしていますが、す

ぐに減っていくわけではありませ

ん。今年度掲げている安全衛生目標

の“４Ｓ”は、製造業では基本的な目

標ですが、４Ｓを通して求めること

は“意識改革”であり、工場で働く従

業員それぞれが４Ｓを理解し、実践

してもらうことが職場の意識レベ

ル向上に繋がるものと信じていま

す。 

東京エスオーシー株式会社

東京生協ニュ－ス：

わが社の安全対策

登録販売店会議開催
-当協組の現況と市況対策を

中心とする課題説明 -

(2)広報活動 
 日本経済新聞並びに業界各紙、両調査
会に対し記者懇談会を開催し当協組の
現状及び取り組みにつき説明しました。 
(3)販売価格 
・20 年 4 月 1 日からの J 契約物件は
1,000 円/㎥の値上をほぼ確保しました。 
・22 年 4 月 1 日出荷分より H・J 契約物
件の定価を見直しました。 
 
４．2０２１年度の営業関係の状況及び次年度 
の課題 

(1)販売価格の確保 
  21 年度を通じて、20 年 4 月からの

1,000 円/㎥の値上げ等について概ね満
額のご理解を頂きました。一方、原材料
調達コストや輸送費の急激な高騰に対
処するため組合員アンケートにより生
産コストの実態把握に努めました。これ
を踏まえ 22 年 6 月からの値上げを決定
しました。 
(2)ゼネコンとの相互理解、商流との連携強
化 

  ゼネコンとの相互理解を深めるため、日本
建設業連合会資材対策委員会や関東資
材研究会との意見交換を定期的に実施
しました。 

  登録販売店と様々な会議を通じて、関
係活性化及び課題解決のためのベクト
ル合わせを実施しました。 
(３)2022年度の課題 

  22 年度は 6 月 1 日実施の 3,000 円/㎥
の値上げの早期満額獲得に向け精力的
に取り組みます。併せて、旧契分の価格
アップ、24 か月条項の徹底及び残コン・
戻りコンの削減、更には出荷キャンセル、
納入予定の直前変更の削減を踏まえ、安
定供給の確保に取り組みます。販売店と
の意思疎通を十分に図り、現状認識を共
有し、ゼネコンに対し粘り強く働きかけ、
理解・協力を得られるよう努めます。 
 

【技術報告】 
 

１． 2021年度の主な活動 
(1)圧縮強度試験の遠隔臨場 

 生コン工場向けの実施マニュアルを
作成、登録販売店向けの運用手順を決定
し、個別に説明会を開催。最終的に組合
員工場の約 90%で実施可能となり、22
年度に正式スタート予定。 
(2)暑中期のコンクリート温度・単位水量推定
試験への対応について 
２つの課題への対応方針を文書にて

需要家・販売店に向け発信(５/24)。 
・暑中期のコンクリート温度 
・単位水量推定試験 
PR ビデオ制作のため 3/16 に城北小

野田レミコン㈱にて試験練りを撮影。 
(3)2021年度品質チェックシステム 
 協組技術委員会での決定に従い 21 年
度品質チェックシステムを実施。 
【検査内容】 

  1)骨材の現物確認 
   2)事務局による産地・石質照合 
   3)判定会議による結果判定 
【判定結果】 
全工場が「整合」 

(4)乾燥収縮並びにヤング係数測定試験 
 例年通り下記配合にて実施しました。 
  1)乾燥収縮 （配合：30-18-20N） 

2)ヤング係数（配合：30-18-20N） 
(5)組合員報告書の実施 
 苦情・トラブルの再発防止、技術的情
報の共有化。総報告件数：7 件 
 （苦情 2 件、トラブル 5 件） 
(6)ＷＧ活動の推進 (コンクリートの管
理供試体強度に及ぼす初期養生に関す
る検討その 2WG)（東京工組と合同） 
 新型コロナ感染拡大防止で活動抑制。
実験結果取り纏めと報告書作成に着手。 
(7)各種関係団体との定期懇談会中止 
 新型コロナウイルス感染拡大防止の
観点から開催中止。 
(8)協組品質管理監査結果 
 圧縮強度試験結果の推移 

年 度 ‘18 ‘19 ‘20 ‘21 

改善勧告件数 １ 0 ０ ２ 

＊）呼び強度比 1.50 以上で改善勧告 
(９)東京都生ｺﾝｸﾘｰﾄ品質管理監査への対応 
 1)品質管理監査委員会 4 回 

 2)品質管理監査対応 
品質管理監査、査察、中間監査  

（１０）関東 1区・東京工組・共同試験場合同 
技術委員会 

1)合同技術委員会 3 回 
 2)技術研修会は、新型コロナ感染拡大

防止の観点から開催中止。 
(11)残コン・戻りコンの削減状況 
  生コンクリート出荷量に対する生

コン・戻りコン発生量の推移 

2020 年度 2021 年度 

残コン 

戻りコン 

戻り 

コン 

残コン 

戻りコン 

戻り 

コン 

2.92％ 0.59％ 3.03％ 0.68％ 

(12)各種会議 
 1)技術委員会 3 回、技術部会 7 回、

ブロック技術部会 10回/ブロック 
  ・各種情報交換、技術対応方針決定 
 2)合理化委員会 2 回、メール審議 2 回 
 3)卸組合との業務連絡会 6 回 
 
２．2022年度技術委員会活動計画 
(1)圧縮強度試験の遠隔臨場 
  実施状況把握の目的で、販売店に実
施状況報告書の提出を要請する。 
新規に、配合計画書添付書類の電子

データによる提出等を検討する。 
(2)単位水量推定試験への対応について 

３月 16 日に実施した試験練りの PR
ビデオを制作、協組 HP に掲載して、
需要家・販売店に向けて発信する。 

(3)ＷＧ活動の推進 (コンクリートの管
理供試体強度に及ぼす初期養生に関す
る検討その２WG)（東京工組と合同） 
  報告書を作成し、報告予定。 
(4)各種講習会参加 

JCI年次大会 2022(千葉)はWeb開催。 
(5)各種関係団体との懇談会の開催再開 

1)混和剤協会 関東ブロック 
 2)第三者試験代行試験機関 
(6) 2022年度品質チェックシステム 
 従来通り、無通告で実施予定。 
(7)組合員報告書の継続実施 
 東京生コンクリート協同組合連合会 3
協組が技術的情報の共有を図る。 

 
 
 
 
 
  5 月 12 日(木)15 時より「ベルサール
東京日本橋」会議室において、当協組の登
録販売店全31社を対象に「登録販売店会
議」を開催致しました。 
 当日は販売店各社の営業部門の責任者
や担当者の出席の下に、当協組の現況や
市況対策を中心とする各種課題への取り
組み状況についての周知徹底を図るため、
当協組の執行部からの説明の他、営業・調
整管理・技術各部より報告を行いました。

会議の概要は以下のとおりです。 
 
【主催者挨拶】 
 会議の冒頭に斎藤理事長が挨拶の中で
以下２点についての説明を行いました。 
(1)市況対策 
 エネルギーコストの高騰による原材料
費・輸送費の上昇幅が当初想定を超える
レベルでの見通しとなり、コストアップの速
やかな価格転嫁が為されなければ、当業
界各社の経営が危機的状況になることか
ら、現行の契約ベースでの価格決定方式
の見直しを含めた迅速な価格転嫁の検討
を進め、業界としての経済産業省他関連
省庁への働きかけを行う。 

(2)安定供給 
 ウクライナ情勢等、激変する世界情勢の
中で、素材産業における主要燃料である
石炭の「脱ロシア炭」方針実行により、セメ
ントや環境配慮型コンクリート用の高炉ス
ラグ等の安定供給に不安が生じており、今
後の選別出荷の対応が避けられない状況
が予想される。 
【議 事】 
 主催者挨拶に続き以下の各項目につい
ての説明を行っております。(以下、1 につ
いては西森副理事長より、2～4 について
は梶浦営業部長、神調整管理部長、田中
技術部長より各々説明) 
1、 市況対策 

 
 
 
 
 
(1)当協組の現状と当面の市況対策につ
いて 

(2)低炭素コンクリートの販売価格につ
いて 

2、営業部報告 
 (1)価格スライド表の変更箇所について 
 (2)トラックレコードデータ提供システム

掲載資料更新について 
3、調整管理部報告 
(1)今後の予定把握の在り方について 

 
 
 
 
 
(2)売上エラーの撲滅について 
(3)新規割決物件の出荷依頼について 

4、技術部報告 
 (1)組合員工場からの報告事項について 
 (2)圧縮強度試験の遠隔臨場について 
 (3)生コンクリートの単位水量推定試験

の検証について 
 今後も本会議を含め、登録販売店各社と
の意思疎通に万全を図る中で当協組の諸
施策の実施に努めて参ります。 


